
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 糖値サポート 

機能性関与成分名 バナバ葉由来コロソリン酸 

表示しようとする

機能性 

本品にはバナバ葉由来コロソリン酸が含まれます。 

バナバ葉由来コロソリン酸は、血糖値が高めの方の血糖値を

下げる機能が報告されています。 

 

２．作用機序 

食事から摂取された糖質は、主に口腔内及び腸で消化酵素により分解を受けグルコー

スとなり、腸管から吸収されて血液中に移行し、肝臓や筋肉などの組織に取り込まれ、

エネルギーとして利用される。 

 コロソリン酸はトリテルペノイドの一種であり、糖尿病モデルの動物及び細胞試験に

おいて、糖が組織に取り込まれる際に働くグルコース輸送体 GLUT4を細胞膜へ誘導す

る作用が報告されている 1,2,3)。また、インスリン受容体のリン酸化を促進することで、

糖の取り込みを促進する作用も報告されている 4)。ラットの試験では、肝臓に投与した

場合にフルクトース-2,6-ビスリン酸を増加させる作用が報告されている 5)。フルクトー

ス-2,6-ビスリン酸は、フルクトース-1,6-ビスホスファターゼの活性を抑制し、解糖系を

亢進し、一方で糖新生を抑制するとされている。ヒト臨床試験においては、空腹時血糖

値、HbA1c、HOMA-IR(インスリン抵抗性指数)、食後血糖値、長期の摂取による耐糖

能の改善作用が報告されている 6,7)。これらの複合的な作用が血糖値を下げる機序であ

ると考えられる。 
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